
多様な主体の積極的な参画・官民連携を目的に、「GI官民連携プラットフォーム」設立（３月）2020年

グリーンインフラの経緯

「グリーンインフラ」とは

歩道の透水性・保水性舗装、植樹ます
雨水を一時的に貯めてゆっくり地中へ浸透させ、
水質浄化や修景機能も併せ持つ「雨庭」

生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な
河川環境を保全・創出する多自然川づくり

提供 ©Futakotamagawa
Rise

自然環境と調和した
オフィス空間の形成

廃線高架橋における公園緑地整備
による不動産投資の活性化

整備後 整備前

提供 ハイラインＨＰ

山間の荒廃した水田をビオトープや
環境教育の場として活用

提供 横浜市

地域住民による緑地の管理

提供 京都市 （都電荒川線）

グリーンインフラの取組事例

草津川跡地公園
（滋賀県草津市）

四条堀川交差点
（京都市）

みつけイングリッシュガーデン
（新潟県見附市）

グランモール公園
（横浜市）

二子玉川ライズ
（東京都世田谷区）

ハイライン
（米国ニューヨーク州）

鶴見川水系梅田川
（神奈川県）

立梅用水土地改良区
（三重県多気町）

琵琶湖と市街地を結ぶ緑軸として公園を整備

国土形成計画（2015年８月閣議決定）において、「グリーンインフラ」という言葉が初めて政府文書で使われる
その後、社会資本整備重点計画（９月閣議決定）等、様々な政府の計画でグリーンインフラを位置づけ

欧米において取組みが先行

グリーンインフラ懇談会（座長：筑波大学石田東生教授）を設置（12月）、グリーンインフラの推進に向けた議論を本格的に開始2018年

2019年 経済財政運営と改革の基本方針（6月閣議決定）、未来投資戦略2019（6月閣議決定）、国土強靱化年次計画2019（6月国土強靱化
推進本部決定）等においても、グリーンインフラを位置づけ ⇒ 「グリーンインフラ推進戦略」公表（7月）

※ 「グリーンインフラ」：社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境（緑、水、土、生物等）が有する多様な機能を活用し、
持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組

2015年

1990年
後半～

米国（ポートランド等）：都市の緑化等による雨水管理、越流軽減、水質の浄化等
欧州 ：生物多様性の保全、気候変動対策等

戦略的な緑・水の活用による
豊かな生活空間の形成に関する
プロジェクト

官民連携等による投資や人材を呼び込む
都市空間の形成に関するプロジェクト

豊かな自然環境・景観・生態系の保全
による地域振興に関するプロジェクト

雨水貯留・浸透等による気候変動
・防災・減災に関するプロジェクトⅠ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ
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グリーンインフラ官民連携プラットフォーム

○ 本プラットフォームは、多様な主体の積極的な参画及び官民連携により、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両
面において、自然環境が有する多様な機能を活用したグリーンインフラを推進し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域
づくりにつなげることを目的に、令和２年３月19日に設立（令和２年６月現在の会員数は約５５０者）

〇 グリーンインフラの普及、調査・研究、資金調達について議論する場として、企画・広報部会、技術部会、金融部会を設置

都道府県

市区町村
関係府省庁

民間企業

学術団体等
個人

ポータルサイトでの情報提供、アドバ

イザーの派遣等

① グリーンインフラの推進

シンポジウム・セミナーの開催、アイ

デアコンテストの実施等

② グリーンインフラの社会的な普及

課題の共有・整理、解決策の検討、事

例の共有、評価手法の検討等

③ グリーンインフラに係る調査・研究

グリーンボンド等の民間資金を活用し

た取組事例の紹介等

④ グリーンインフラ推進のための資金調達

※ 専門部会は、「企画・広報部会」、「技術部会」、「金融部会」を設置

◆ 団体でも個人でも会員登録可能 ◆会員登録無料

◆ 一号、二号、三号会員は、部・課単位での入会も可能

◆ 会員は、本プラットフォームの「総会」や「専門部会※」に参加可能

◆ グリーンインフラ推進のために必要な「仲間づくりの場」、「情報を発信・収集する場」、
「オープンに議論する場」、「普及啓発を進める場」などとしての活用を想定
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グリーンインフラ官民連携プラットフォーム



グリーンインフラ官民連携プラットフォーム 第１回シンポジウム（WEB開催）

多様なバックグラウンドを持った皆さまにご参加いただき、幅広い視点からグリーンインフラについて、
一緒に考えることで取組を進めるヒントや課題解決の道筋が得られるようなオープンな場となるシンポジ
ウムを開催いたしました。

※ 本シンポジウムは、令和２年３月１３日（金）開催予定でしたが、新型コロナウィルスの影響で延期してお
り、今回、WEB配信にて改めて開催したものです。

【主催】 国土交通省 総合政策局 環境政策課

【期日】≪ＷＥＢ配信≫ 特設サイト開設期間 令和２年６月３０日（火）～７月６日（月）
≪ライブ配信≫ パネルディスカッション 令和２年６月３０日（火）13時～15時

グリーンインフラ座談会 令和２年７月 ６日（月）14時～15時

■あいさつ 二宮 雅也 氏

■基調講演

『グリーンインフラからグリーンコミュニティへ』 涌井 史郎 氏

■トピックス

『「暮らし」の観点からグリーンインフラを考える』 甲斐 徹郎 氏

『グリーンインフラを活用したあまみず社会の構築』 島谷 幸宏 氏

『コウノトリと共に生きる ～豊岡の挑戦～』 宮下 泰尚 氏

■プラットフォームの活動内容紹介

『プラットフォームの役割』 川埜 亮 氏

『企画・広報部会の取組（部会長）』 福岡 孝則 氏

『企画・広報部会の取組（部会長）』 西田 貴明 氏

『技術部会の取組（部会長）』 中村 圭吾 氏

『金融部会の取組（部会長）』 北栄 階一 氏

■グリーンインフラ取組事例/関連パンフレットの紹介

概 要

WEB配信コンテンツ ライブ配信コンテンツ

■パネルディスカッション
「グリーンインフラの社会実装に向け
て」、これまでの取組、様々な人たち
との関わり、課題への対応等について
ディスカッション

【メンバー】

・建築・まちづくりプロデューサー 甲斐 徹郎 氏

・九州大学工学研究員教授 島谷 幸宏 氏

・豊岡市長 中貝 宗治 氏

【コーディネイター】 福岡 孝則 氏

川埜 亮 氏

■グリーンインフラ座談会

部会長が皆様から寄せられた質問に
回答するとともに、グリーンインフ
ラの今後の展望等についてディス
カッション

【メンバー】

・企画・広報部会長 福岡 孝則 氏

西田 貴明 氏

・技術部会長 中村 圭吾 氏

・金融部会長 北栄 階一 氏

・国土交通省 川埜 亮 氏

〇 第1回シンポジウムの特設ページのページビュー数は、開設当日に1,969回、１週間の合計は5,260回と非常に多くの方々に視聴された

〇 特に、初日にライブ配信したパネルディスカッションについては、総再生回数1,195回、同時視聴者数425人と大盛況であった


